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第28回社団法人埼玉県放射線技師会予算総会議事録（案）

1 　日 時　平成24年3月11日（日）
　　　 　 　 　 　　13：20～14：10
2 　場 所　JA共済埼玉ビル　大会議室
　　　 　 　 　 　　埼玉県さいたま市大宮区土手町1-2
3 　会 員 数　1,255名
4 　出 席 者　   41名
　　委任状提出者　  634名
　　合 計　  675名
5 　開会
　定刻、東日本大震災で犠牲になられた方々へ黙祷を捧げた。
　つづいて、芦葉常任理事の司会により、会長の挨拶を行った。
　西山運営委員長より、資格審査の結果を踏まえ、出席者と委任状の合計数が定款第26条及び、第37条
（特別決議）に基づき本総会は成立したことを認める旨の報告がされた。
　引き続き、定款第25条の規定に則り、議長選出を行い、出席者の中から安江章則氏が議長に選出され
た。議事録署名人に堀江好一氏、橋本里見氏が選出された。
（ 1）第1号議案　平成24年度事業計画案
　このことについて、議長は説明を求めた。説明は堀江副会長が行った。
　診療放射線技師の業務が大きく変わろうとしております。（社）日本放射線技師会が昨年実施した診療
放射線技師業務実態調査は、我々診療放射線技師が多方面にわたり、診療行為を行い、医療に貢献してい
ることが証明されました。一方で医療行為ではないかとの指摘も一部にあり、グレーゾーンという認識か
ら、業務内容は施設により様々でした。今回、実態調査のデータを基に、業務内容についてチーム医療と
いう観点から見直しされ、研修を踏まえて日本中の診療放射線技師が安心して実行可能となることを期待
しております。
　（社）埼玉県放射線技師会（以下本会という）は、過去から生涯教育、特に実際の臨床現場で役立つ研
修を実施して参りました。胸部や消化管などの認定技師は、研究会の協力を得て他の団体に先駆けして始
め、継続していることに高い評価が与えられております。またマンモグラフィー講習会は、他団体との共
催にて実施しております。いずれも今日の講習会のあり方を見通したような運営と思います。そして今、
日本放射線技師会の生涯教育、そして種々のNPO認定機構が誕生してきた中で、見直しも必要かもしれ
ません。
　公益社団法人への移行に際しては、再度会員の皆さまのご承認をいただき、昨年9月に所轄官庁へ申請
させていただきました。公益社団法人は、法人組織として1つ階段を上った、より成熟した組織と思い、
ここ数年本会の重要な施策として、また理事の責任として活動してきました。良い結果が出ることを期待
しております。
　本会は、常に顧客満足という視点から運営してきましたが、本年も同様に会員が期待する職能団体を目
指して理事一同全力で走ります。
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（ 2）第2号議案　平成24年度当初予算案
　このことについて、議長は説明を求めた。財担当常任理事が予算書を基に詳細に説明した。
（ 3）第3号議案　平成23年度補正予算案
　このことについて、議長は説明を求めた。財務担当常任理事が補正予算書を基に詳細に説明した。
　議長は、第1号議案から第3号議案について質疑を求めた。
　質疑はなく議長は第1号議案から第3号議案について一括して賛否を諮り、各議案は全員一致で承認された。
（ 4）その他　予算案についての補足説明
　このことについて、議長は説明を求めた。財務担当常任理事補足説明書を基に詳細に説明した。
議長は、その他について一括して賛否を諮り、各議案は全員意義なく承認された。
6　公益社団法人認可　取得について
　堀江副会長より公益社団法人認可　取得についての経緯の説明があった。
7　橋本副会長の「閉会の辞」にて予算総会は閉会となった。

　　　本総会の議決を証明するために、議長及び議事録署名人において記名押印します。

　　　平成24年3月19日

　　議　　　　長　　安江　章則

　　議事録署名人　　堀江　好一

　　議事録署名人　　橋下　里見
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平成23年度　第5回常任理事会議事録（抄）

日　　　時：平成24年1月4日（水）18：30～21：00
場　　　所：技師会センター
出　席　者：会 長　小川 清
　　　　　　副 会 長　堀江 好一、橋本 里見
　　　　　　常 任 理 事　田中 宏、芦葉 弘志、中村 正之、
　　　　　　　 　 　 　　富田 博信、潮田 陽一
委任状提出：結城 朋子

第1．会長挨拶（要旨）
　1月4日の年頭から常任理事会に出席いただき、ありがとうござ
います。創立60周年記念式典を開催するにあたり、しっかりと討
議していきましょう。また人を迎え、気持ち良く帰っていただく
ための準備をしていきましょう。

第2．議事録作成人、議事録署名人の選出
　　議　　　　長　小川　清
　　議事録署名人　橋本　里見、堀江　好一
　　議事録作成人　芦葉　弘志
　　と定めた。

　議事録作成人、議事録署名人の選出につづき、小川会長を議長
に選出し、平成23年度、第5回常任理事会を開催した。

第3．報告及び確認事項
1．会長（小川）
　　（ 1） 日本放射線技師会の公益社団法人移行について報告し

た。
　　（ 2） 放射性同位元素過剰投与問題調査結果記者会見（12月

27日）について報告した。

2．副会長（堀江）
　　（ 1） 12月8日　賛助会員向け60周年記念式典・祝賀会の案内

を郵送した。
　　（ 2） 12月10日・11日　東京埼玉マンモグラフィ検診従事者

講習会開催した。
　　（ 3）12月11日　日放技臨時総会に出席した。
　　（ 4） 12月15日　県庁医療整備課を増田税理士と共に訪問し

た。
　　（ 5） 12月15日・26日　ブリランテ武蔵野にて60周年記念式

典・祝賀会の打合せを行った。
　　（ 6） 公益社団法人取得の関係上、埼玉放射線1月号の印刷が

でき次第、大至急11月号と1月号を13部ずつ県庁医療整
備課へ送付することとした。

3．総務（田中）
　　（ 1）埼放技60周年記念式典について説明をした。
　　（ 2） 未納者リスト（行方不明者、退会希望者）について検

討をした。
　　（ 3） 日放技に所属せず、埼放技のみ所属している会員に、

日放技入会の案内を会誌掲載および郵送しようと考え
ている旨を報告した。

4．総務（芦葉）
　　（ 1）学術大会委嘱状、総会役員の委嘱状を1月中に発行予定。
　　（ 2） 総会委任状（往復はがき）は1月～2月にかけて発送予定。
　　（ 3） 平成23年度　第4回常任理事会議事録確認を行った。

5．編集情報（潮田）
　　（ 1） 編集情報委員会を平成23年12月20日に技師会センター

にて開催した。
　　（ 2）埼玉放射線（会誌）について
　　　ア．埼玉放射線第1号は1月13日発刊予定
　　（ 3）60周年記念誌について説明した。
　　（ 4）Webサイト更新について説明した。

6．学術（富田）
　　（ 1） 第5回学術委員会と第27回埼玉放射線学術大会第2回実

行委員会を平成23年12月13日技師会センターにて開催
した。

　　（ 2）会誌の学術寄稿について報告をした。

7．公益（中村）
　　（ 1） 第5回被ばく相談を1月22日（日）越谷市北部市民会館

にて開催予定。また今後の予定を報告した。
　　（ 2） 1月24日（火）埼玉会館にて開催される、平成23年度健

康長寿シンポジウム・健康づくり講演会（埼玉県/ヘル
シー・フロンティア埼玉県民会議主催）へ出席予定。

第4．審議・承認事項
1． 平成23年度健康長寿シンポジウム・健康づくり講演会（埼玉
県/ヘルシー・フロンティア埼玉県民会議主催）参加について

 　 講演会へパネル展示での参加および、パネルの貸出について
要請があった。審議し承認となった。（議案書番号：理-63）
（承認）

2．平成23年度第9回救急撮影講習会基礎編の後援について
 　 救急撮影認定機構より後援の要請があった。審議し承認となっ
た。（議案書番号：理-64）（承認）

次回、平成23年度　第6回常任理事会予定　平成24年3月7日（水）

配布資料（メール配信を含む）
（ 1）会長資料
（ 2）副会長資料
（ 3）総務、財務資料
（ 4）編集情報資料
（ 5）公益資料
（ 6）学術資料
（ 7）議事録
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平成23年度　第6回常任理事会議事録（抄）

日　　　時：平成24年3月7日（水）18：30～21：00
場　　　所：技師会センター
出　席　者：会 長　小川 清
　　　　　　副 会 長　堀江 好一、橋本 里見
　　　　　　常 任 理 事　田中 宏、芦葉 弘志、結城 朋子、
　　　　　　　　　　　　中村 正之、富田 博信、潮田 陽一
委任状提出：
第1．会長挨拶（要旨）
　公益社団法人認可取得について大変うれしく思っています。このこ
とで埼玉県放射線技師会の団結力を示すことができ、ホームページに
も速報を載せることができました。東日本大震災から1年、皆さんの
力を発揮して学術大会も大成功させていきましょう。

第2．議事録作成人、議事録署名人の選出
　議　　　　長　小川　清
　議事録署名人　橋本　里見、堀江　好一
　議事録作成人　芦葉　弘志
　と定めた。

　議事録作成人、議事録署名人の選出につづき、小川会長を議長に
選出し、平成23年度、第6回常任理事会を開催した。

第3．報告及び確認事項
1．会長（小川）
　（1）日本放射線技師会総会職員の依頼が4名あった。
　（2）総会対応（3月11日）会長不在

2．副会長（堀江）
　（1） 2月18日（土）日本放射線技師会北関東地域協議会拡大会長

会議に出席した。
　（2） 2月23日（木）第六地区会の総会にて、移行認定の説明を行っ

た。
　（3） 3月2日（金）第五地区会の総会にて、移行認定の説明を行っ

た。
　（ 4） 2月23日（木）医療整備課に電話して移行認定の状況を確認

した。審議状況を確認の後、2月27日（月）医療整備課から
の電話で移行認定が決定したことが伝えられた。

3．副会長（橋本）
　（1） 2月18日（土）北関東地域放射線技師会拡大会長会議に出席

した。
　（2） 公益社団法人への移行登記準備を行っている。今回の登記と

同時に会の印鑑を新規に作成するか検討していただきたい。
印鑑については、移行登記後に検討とする。

4．総務（田中）
　（1） 会費未納者85名に通知した結果は次のとおりである。会員継

続11名（完納8名、未納4名）、退会3名、返答なし71名。
　（ 2） 予算総会委任状は出席88名、欠席626名、合計714名/1255名

である。
　（3） はがき印刷用プリンターの購入について検討をしている。
　（ 4） 5月26日埼玉会館においての決算総会にて、1Fのレストランを

仮予約済である。
　（5）平成23年度表彰者について準備をしている。

5．総務（芦葉）
　（1） 日本放射線技師会カウント申請について説明をした。
　（2） 決算総会準備について説明をした。

6．財務（結城）
　（1） 3月31日までに、今年度後期の委員会等会議出席名簿の提出

をお願いした。

7．編集情報（潮田）
　（1） 編集情報委員会を平成24年2月7日に技師会センターにて開催

した。
　（2）埼玉放射線（会誌）について
　　ア．埼玉放射線第2号は3月13日発刊予定
　（3）60周年記念誌は3月13日発刊予定
　（ 4）Webサイト更新について説明した。

8．学術（富田）
　（1） 学術委員会を平成24年3月6日に技師会センターにて開催した。
　（2）第27回埼玉学術大会について
　　ア．実行委員マニュアルの概要を説明した。
　（3）胸部認定試験について説明した。
　（ 4）第28回学術大会開催場所の暫定確保について説明した。

9．公益（中村）
　（1） 第4回公益委員会を平成24年2月24日技師会センターにて開催

した。
　（2） ヘルシーフロンティア1月24日（火）埼玉会館にて出席予定

審議・承認事項
1． 第31回関東甲信越ブロック理学療法士学術大会の後援について　
関東甲信越ブロック理学療法士学会より後援の要請があった。審
議し承認となった。（議案書番号：理-70）（承認）

次回、平成23年度　第7回常任理事会予定　平成24年5月2日（水）

配布資料（メール配信を含む）
（1）会長資料
（2）副会長資料
（3）総務、財務資料
（ 4）編集情報資料
（5）公益資料
（6）学術資料
（7）議事録
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平成23年度　第7回理事会議事録（抄）
日　　　時：平成24年2月1日（水）
　　　　　　午後6時30分～午後9時00分
場　　　所：技師会センター
出　席　者：会 長：小川 清
　　　　　　副 会 長：堀江 好一、橋本 里見
　　　　　　常 任 理 事： 田中 宏、芦葉 弘志、結城 朋子、潮田 陽一、

富田 博信、中村 正之
　　　　　　理 事： 星野 弘、八木沢 英樹、今出 克利、佐々木 

健、双木 邦博、大西 圭一、庭田 清隆、矢崎 
一郎

　　　　　　監 事：山本 英明
　　　　　　顧 問：和田 幸人
　　　　　　委任状提出者：栗田 幸喜、山田 伸司、石川 直哉
　　　　　　欠 席：鈴木 正人

第1．会長挨拶（要旨）
　大変寒い日が続いています。体調には気を付けて下さい。平成23年度も総ま
とめの時期となりました。厚生労働省、中医協から2月に出る文言に「CT,MRI
関連の機器管理について専従の診療放射線技師がいる事」というような内容が
入る予定になっております。医療機器安全管理者を含め診療放射線技師の価
値が変わっていくでしょう。

第2．議事録作成人、議事録署名人の選出
　議　　　　長：小川　清
　議事録署名人：橋本　里見、田中　宏
　議事録作成人：芦葉　弘志
　と定めた。

第3．報告及び確認事項
1．会長（小川）抜粋
　（ 1） 診療報酬改定に関するパブリックコメントのお願い（日本放射線技師

会）。
　（ 2） 日本放射線技師会創立65周年記念厚生大臣表彰者推薦について。
　（ 3） 平成24年度秋叙勲表彰推薦について。
　（ 4）平成23年度公衆衛生事業協会賞受賞について。
　（ 5） 公益法人の政策・方針決定過程への女性の参画推進についての説明。
　（ 6）平成23年度結核対策推進会議について。　平成24年3月1日
　（ 7） 施設見学会。さいたまコンベンションビュロー　　平成24年2月27日

（応募締め切り日　平成24年2月10日）
　（ 8） 県活団体サポートプロジェクト参加募集。（締切日　平成24年2月29日）
2．副会長（堀江）
　（ 1） 12月10日・11日　東京埼玉マンモグラフィ検診従事者講習会を開催した。
　（ 2）12月11日　日放技臨時総会に出席した。
　（ 3）12月15日　県庁医療整備課を増田税理士と共に訪問した。
　（ 4） 12月15日・26日　ブリランテ武蔵野にて60周年記念式典・祝賀会の打

ち合わせをした。
　（ 5）1月8日（日）　創立60周年記念式典・祝賀会を開催した。
　（ 6） 1月28日（土）　小島精一会員　叙勲を祝う会（熊谷市）に出席した。
3．総務（田中）
　（ 1） 日放技に入会していない埼放技会員182名の方々に日放技入会の案内を

「理事一同」で出させていただいた。
　（ 2） 平成23年分を含め、2年分以上の滞納者に対し、会員継続意思確認の

通知を出した。
4．総務（芦葉）
　（ 1）学術大会委嘱状、総会役員の委嘱状を発行した。
　（ 2） 学術大会、総会関係の総務担当書類を田中常任理事と作成中。
　（ 3）60周年記念式典　当日13：00から実行委員会を開催した。
5．編集・情報（潮田）
　（ 1）埼玉放射線2012年第1号の発刊
　　ア．埼玉放射線2012年第1号の発行は1月13日に発刊された。
　（ 2）Webサイトの運営
　　ア． 学術大会、勉強会などWebサイトの更新およびメールマガジンの発行

を行った。
　（ 3）創立60周年記念誌発刊作業
　　ア．現在校正中。
　（ 4）今後の予定
　　ア．第6回編集・情報委員会の開催（2012No.2）
　　　（ア）日時：平成24年2月7日　18:30～
　　　（イ）場所：技師会センター
　　　（ウ）内容：埼玉放射線　2012年第1号発刊について
　　イ．埼玉放射線　2012年第2号発刊
　　　（ア）日程：平成24年3月19日　予定
　（ 5）埼玉放射線2012年第2号掲載予定内容を確認した。
6．編集・情報（八木沢）
　（ 1）Webサイト　掲載および更新（会員用）を確認した。
　（ 2）Webサイト　掲載および更新（一般用）を確認した。
　（ 3）メールマガジン　配信
　   　メールマガジンno45、no46、配信
7．学術（富田）
　（ 1） 平成23年12月13日の第5回学術委員会を経て、現在実行委員マニュアル

作成をしている。すでに90％程度は完成した。また講師・座長の依頼
状は発送完了した。

　（ 2）平成24年1月24日第6回学術委員会開催した。
　（ 3）第27回学術大会の組織図を作成した。
　（ 4） CT認定講習会は、平成24年1月29日（日）に無事に終了した。参加者

は38名であった。
8．公益（中村）
　（ 1） 第5回被ばく相談を越谷市にて開催した。
　（ 2） 平成23年度健康長寿シンポジウム健康づくり講演会（ヘルシー・フロ

ンティア）に星野理事と参加した。
9．財務（結城）
　（ 1） 平成24年1月末日現在の会費納入状況について説明した。
　（ 2） 平成23年12月末日での予算執行状況について説明した。
10．第一地区（双木）
　（ 1） 報告事項
　　ア．第2回地区勉強会を開催した。
　　イ．第3回地区役員会を行った。
　（ 2） 今後の予定
　　ア．第3回地区決算総会を行う。
　　イ．第3回地区勉強会を行う。
11．第二地区（大西）
　（ 1）第3回勉強会・地区総会を開催する。
　（ 2）地区役員会を行う。
12．第三地区（庭田）
　（ 1）平成23年度第三地区新年会を開催した。
　（ 2）臨時　第三地区　役員会を開催した。
　（ 3）第3回　第3地区　勉強会を開催する。
　（ 4）平成23年度　定期総会（平成24年3月22日）を開催する。
13．第四地区（山田）
　（ 1）報告事項
　　ア．地区役員会を開催した。
　　イ．第3回　地区勉強会を開催する。
　　ウ．地区監査会を開催する。
　　エ．地区総会・勉強会を開催する。
14．第五地区（矢崎）
　（ 1）地区役員会を開催した。
　（ 2）地区役員会を開催する。
　（ 3）地区勉強会を開催する。
15．第六地区（石川）
　（ 1）地区ボウリング大会を開催した。
　（ 2）平成23年度第六地区総会及び第三回定期講習会を開催する。

第4．審議・承認事項
1． 新入会の承認について審議し、承認した。（議案書番号：理-65）（承認）
2． 求人広告の掲載について審議した。審議内容は会員へサービスの一つとし
て1求人広告の掲載の可否、2掲載料についてであった。大西理事より1月12
日に労働基準監督署に電話にて確認したところ、会誌掲載は「特に問題な
し」との回答が得られたという報告があった。雇用契約のトラブルに巻き
込まれないように内規をしっかりと検討してほしいという意見が出された。
掲載については不特定多数が閲覧できるWebサイトには掲載せず、会誌の
みの掲載。また掲載料は1万円程度ということで承認した。

（議案書番号：理-66）（承認）
3． 平成23年度健康長寿シンポジウム健康づくり講演会（ヘルシー・フロンティ
ア）パネル展示の参加及びパネルの貸出について審議し承認した。（議案書
番号：理-67）（承認）

4． 公益社団法人移行後の諸規程（理事会決議可）の変更について審議した。
諸規程の一部が県庁から指摘があり、県庁の指導に従い一部変更したい。
詳細な資料はE-mailにて送信し、メール会議にて承認を得たい旨の説明が
あった。メール会議は承認された。

 　 公益社団法人取得に関し、全理事の意思統一および疑問解消のため、改め
て堀江副会長、田中常任理事から説明がされた。各地区会で開催される総
会および勉強会に執行部が出向き、「公益社団法人移行について」の説明
をさせていただきたい旨のお願いをした。

（議案書番号：理-68）（承認）
5． 平成23年度補正予算（案）について審議した。結城常任理事より説明があ
り、承認した。（議案書番号：理-69）（承認）　

配布資料（メール配信を含む）
（ 1）会長資料
（ 2）副会長資料
（ 3）総務・財務資料
（ 4）編集・情報資料
（ 5）学術資料
（ 6）公益資料
（ 7）ホームページ資料
（ 8） 各地区資料（第一地区、第二地区、第三地区、第四地区、第五地区、第

六地区）
（ 9）議案書


